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YA303 
第二級海上無線通信士「無線工学 A」試験問題 

 (参考) 試験問題の図中の抵抗などは、旧図記号を用いて表記しています。 
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A－1 次の記述は、周波数変調について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。 

 

(1) 単一周波数で変調しても、周波数変調波には原理的に無数の側帯

波が生じ、変調指数の大きさに応じて側帯波の   A   が変化する。 

(2) 変調指数は、  B   を変調信号の周波数で割った値で表される。 

(3)   C   周波数変調方式は、搬送波の発振回路である周波数シンセ

サイザの電圧制御発振器等を用い、可変リアクタンスにより、搬送

波の周波数を変調信号に応じて変化させて、周波数変調波を得る方

式である。  

 

A－2 図に示す位相同期ループ(PLL)を用いた周波数シンセサイザの原理的な構成例において、出力の周波数 fOの値として、正しいも
のを下の番号から選べ。ただし、水晶発振器の出力の周波数を 10〔MHz〕、固定分周器の分周比 N1の値を 5、可変分周器の分周比
N2の値を 200 とし、PLL はロックしているものとする。 

 

1 60〔MHz〕 

2 260〔MHz〕 

3 400〔MHz〕 

4 800〔MHz〕 

A－3 図に示す平衡変調器を用いて搬送波を変調したとき、端子ef間に出力される変調波の周波数成分(搬送波の高調波成分は除く。)

として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、端子 ab 間に入力する入力信号の周波数を fp〔Hz〕、端子 cd 間に入力する搬送

波の周波数を fC〔Hz〕とする。また、ダイオード D1及び D2の特性は同一であるものとし、T2は高周波用の変成器とする。 

 

1 fp〔Hz〕 

2 fC±fp〔Hz〕 

3 fC＋fp〔Hz〕 

4 fC－fp〔Hz〕 

d   

T2  

変調波  

f  

e  

T1  D1  

a  

入力信号  
fp 

D2  

b 

搬送波 fC   

c   

A－4 図に示す振幅変調(AM)波の最大振幅 Aの大きさが 2〔V〕のときの最小振幅 Bの大きさの値として、正しいものを下の番号から

選べ。ただし、変調度は 60〔%〕とする。 

 

1 0.2〔V〕 

2 0.3〔V〕 

3 0.4〔V〕 

4 0.5〔V〕  

A          B                  C 

1 振幅       占有周波数帯幅     間接 

2 振幅       最大周波数偏移     直接 

3 周波数     占有周波数帯幅     直接 

4 周波数     最大周波数偏移     間接 

10   
〔MHz〕 位 相 

比較器 

可変分周器 
(1/N2) 
 

電圧制御
 発振器  

低 域 
フィルタ 
(LPF)   

固定分周器
(1/N1) 
   

水晶発振器  

N2=200   

PLL   

出力  
fO  

N1=5   

B  

時間〔s〕  

振幅 
〔V〕 A  
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A－6 FM(F3E)受信機に用いられる原理的なディエンファシス回路とその時定数(C R )の値の組合せとして、正しいものを下の番号か

ら選べ。ただし、出力電圧の振幅 eo〔V〕と入力電圧の振幅 ei〔V〕との比の大きさ|eo /ei|が 3〔dB〕低下するときの周波数 fCは

(10 /π )×103〔Hz〕とし、信号波の角周波数が ω〔rad/s〕のとき、|eo /ei|は次式で表されるものとする。 

 

|eo /ei|=1/
2)(1 RCω+  

 

回路     時定数 

1 図 1     50×10-6〔s〕 

2 図 1     75×10-6〔s〕 

3 図 2     50×10-6〔s〕 

4 図 2     75×10-6〔s〕  

A－8 次の記述は、SSB(J3E)波の受信について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

 

(1) 復調するためには、送信側の  A  搬送波と同じ周波数の

搬送波を受信機内部で作る必要がある。 

(2) ひずみの少ない良好な受信を行うためには、受信信号の搬送

波と受信機の局部発振周波数とが一致（同期）している必要が

あり、 B  を用いて局部発振器の周波数の微調整を行う。 

 

A        B 

1 抑圧     クラリファイア 

2 抑圧     スピーチクリッパ 

3 低減     クラリファイア 

4 低減     スピーチクリッパ 

A－9 スーパヘテロダイン受信機の局部発振器の出力に第２高調波が含まれているとスプリアス妨害を生ずることがある。スプリア

ス妨害波の周波数が 8,545〔kHz〕又は 9,455〔kHz〕のとき、局部発振器の出力の基本周波数の値として、正しいものを下の番号

から選べ。ただし、中間周波数を 455〔kHz〕とする。 

 

1 2,500〔kHz〕 

2 3,500〔kHz〕 

3 4,500〔kHz〕 

4 5,500〔kHz〕 

A－5 図に示す直線検波器に振幅変調波を加えて平均値検波を行うとき、ダイオード Dの順方向抵抗 rd〔Ω〕と抵抗 R〔Ω〕の関係

を表す式の中で平均値検波出力が最も大きいものを下の番号から選べ。ただし、低域フィルタ(LPF)の入力インピーダンスの大き

さは、rd及び Rより十分大きいものとする。 

 

1 rd = R 

2 rd = R/2 

3 rd ≪ R 

4 rd ≫ R 

D  

rd  
低  域   
フィルタ 
(LPF)   

R
平 均 値 
検波出力   

振幅変調波  

A－7 図に示す AM(A3E)受信機の構成例において、受信機の総合電圧利得の値(真数)として、正しいものを下の番号から選べ。 

ただし、高周波増幅器、周波数変換器、中間周波増幅器、検波器及び低周波増幅器の電圧利得をそれぞれ 20〔dB〕、10〔dB〕、 

50〔dB〕、-10〔dB〕及び 50〔dB〕とする。また、各段間は整合しており、かつ、各部の入出力特性の直線性は十分に保たれてい

るものとする。 

 

   1 10 
12
 

   2 10 
10
 

   3 10 
8
 

   4 10 
6
  

入力                                                                   出力  
高周波 
増幅器  

周波数 
変換器  

中間周波 
増 幅 器  

低周波 
増幅器  

20〔dB〕    10〔dB〕    50〔dB〕   -10〔dB〕    50〔dB〕   

検波器  

R   

ei  

図１  
R：抵抗〔Ω〕 
C：コンデンサ〔F〕 

C  

R   eo   ei   

図２  

eo   
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A－13 次の記述は、我が国で運用中の国際ナブテックス(NAVTEX)システムについて述べたものである。    内に入れるべき字句の

正しい組合せを下の番号から選べ。 

 

(1) 日本近海におけるサービス範囲は、沿岸から約  A  海里以内

の海域である。 

(2) 送られる情報のうち、気象警報、航行警報及び捜索救助情報は、

受信側で排除  B  。 

A－15 無線局の送信機から発射される電波の周波数を測定したところ、8,000.2〔kHz〕であった。この送信機の周波数偏差を百万

分率で表したときの値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、無線局に割り当てられた周波数を 8,000.0〔kHz〕とす

る。 

 

1 15     2 25     3 30     4 35 

A－12 次の記述は、パルスレーダーの方位分解能について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号

から選べ。 

 

(1) 方位分解能とは、レーダーアンテナから  A  距離にある接近

した二つの物標を、レーダーのディスプレイ画面上に分離して表示

できる方位角の差の最小値をいう。 

(2) 方位分解能を良くするには、レーダーアンテナの  B  方向の

ビーム幅を狭くする。 

 

A          B 

1 等しい     水平 

2 等しい     垂直 

3 異なる     水平 

4 異なる     垂直 

A－10 無線機器などに用いる直流電源において、負荷に定格電流を流したときの定格電圧を VN〔V〕、無負荷のときの電圧を VO〔V〕

としたとき、電圧変動率 δを表す式として、正しいものを下の番号から選べ。 

 

1 δ = (VN /VO)×100〔%〕 

2 δ = (VO /VN)×100〔%〕 

3 δ = {(VO- VN) /VO}×100〔%〕 

4 δ = {(VO- VN) /VN}×100〔%〕 

A－14 図は、ある測定器の原理的な構成例を示したものである。この測定器の名称を下の番号から選べ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 スペクトルアナライザ 

2 オシロスコープ 

3 標準信号発生器 

4 ネットワークアナライザ  

A       B  

1 300     できない 

2 300     できる 

3 600     できない 

4 600     できる 

外部変調端子  

搬送波
発振器

緩 衝
増幅器  

電 力
増幅器  

出 力
減衰器  

低周波
発振器  

電源部  各部へ  

出力端子  

接地端子  

電源入力端子  

外部変調

内部変調

変調度計  

出力計  

変調器  

A－11 次の記述は、インマルサット船舶地球局のインマルサット C型の無線設備の概要について述べたものである。    内に入れ

るべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。 

 

(1) 小型船舶への搭載が可能なように、小型の 

  A  アンテナが使用されている。 

(2) この無線設備の送信装置の条件として、送信

速度は、  B  である。 

 

A                      B 

1 全方向性(無指向性)     24,000〔bps〕又は 132〔kbps〕 

2 全方向性(無指向性)     600〔bps〕又は 1,200〔bps〕 

3 指向性                 24,000〔bps〕又は 132〔kbps〕 

4 指向性                 600〔bps〕又は 1,200〔bps〕 



 

(YA303-4) 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A－17 周波数変調器に振幅が 1〔V〕の単一正弦波を入力したとき、周波数偏移の値が D〔Hz〕となった。入力の単一正弦波の周波

数が同じで、振幅を 2〔V〕にしたときの周波数偏移の値として、正しいものを下の番号から選べ。 

 

1 D〔Hz〕     2 1.5D〔Hz〕    3 2D〔Hz〕     4 4D〔Hz〕 

A－18 次の記述は、図に示す船舶用パルスレーダーの原理について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを

下の番号から選べ。 

 

(1) レーダーの発振器の発振管には、 A  が多く

用いられる。 

(2) サーキュレータの端子 aに入力された信号は、

その電力のほとんどが  B  に伝送され、アンテ

ナからサーキュレータの端子 bに入力された信号

は、その電力のほとんどが  C  に伝送される。 

 

A                  B          C 

1 クライストロン     端子 b     端子 c 

2 クライストロン     端子 c     端子 a 

3 マグネトロン       端子 c     端子 a 

4 マグネトロン       端子 b     端子 c 

A－19 次の記述は、衛星非常用位置指示無線標識(衛星 EPIRB)について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組

合せを下の番号から選べ。 

 

(1) 衛星 EPIRB は、 A  を周回するコスパス・サーサット衛星

を用いた遭難救助用ブイである。 

(2) 衛星 EPIRB の位置は、衛星 EPIRB から送信される電波をコス

パス・サーサット衛星で受信して得られた  B  偏移の情報な

どから決定される。 

(3) 捜索救助を行う航空機は、衛星 EPIRB から送信される 121.5

〔MHz〕の電波を受信することにより、衛星 EPIRB  C  を検

出することができる。  

A            B          C  

1 極軌道       振幅       までの距離 

2 極軌道       ドプラ     の方位 

3 静止軌道     ドプラ     までの距離 

4 静止軌道     振幅       の方位  

A－20 デジタル選択呼出装置(DSC)に関する次の記述のうち、正しいものを下の番号から選べ。 

 

1 遭難呼出しを行うためのボタンを押すと、自動的に遭難メッセージを送信する。 

2 使用周波数帯は、超短波(VHF)帯及び極超短波(UHF)帯である。 

3 遭難呼出しは、使用する電波の伝搬範囲内に存在する特定の船舶及び海岸局に対して行われる。 

4 情報を送受信するとき、送信側と受信側との同期が不要である。 

混合器 

局 部
発振器  

中間周波  
増 幅 器  

変調器  

映 像  
増幅器  

TR管  
ﾀﾞｲｵｰﾄﾞﾘﾐﾀ  

サーキュレータ  

電波発射同期信号  

回転同期信号  

指示器  

発振器 

c   

a       b   

アンテナ  

検波器

A－16 次の記述は、図に示す容量形可変リアクタンス減衰器の等価回路について述べたものである。    内に入れるべき字句の

正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、入力電圧を ei〔V〕、出力電圧を eo〔V〕、コンデンサの静電容量を C1〔F〕及び 

C2〔F〕とし、ei の角周波数を ω〔rad/s〕とする。 

 

(1) 出力端子を開放したとき、eo は次式で表される。 

       eo = ei × 

21

2
11

1

CjCj

Cj

ω
+

ω

ω
 = ei ×  A 〔V〕 

 

(2) 減衰量を示す eo と ei との比 eo /ei は、C1 と C2 の間に 

  B  の関係が成り立つとき次式で表され、C1を変化させ

ることにより減衰量を変えることができる。 

       eo /ei ≒ C1 /C2 

A               B 

1 C2 /(C1+C2 )     C1 ≪C2

2 C2 /(C1+C2 )     C1 ≫C2 

3 C1 /(C1+C2 )     C1 ≫C2 

4 C1 /(C1+C2 )     C1 ≪C2

 

C1  

eo  C2  ei  
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B－1 次の記述は、図に示す計数形周波数計(カウンタ)の基本的な事項について述べたものである。    内に入れるべき字句を下

の番号から選べ。ただし、パルス変換回路の出力の繰り返し周期は、入力信号の繰り返し周期と等しいものとする。 

   なお、同じ記号の     内には、同じ字句が入るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 入力信号を波形整形回路で  ア  に整形した後、パルス変換回路でパルス列に変換する。 

(2) ゲート時間 T〔s〕の間にゲート回路を通過したパルスの数を  イ  で計測する。その値が N のとき、入力信号の周波数

は、 ウ 〔Hz〕で表される。また N の計測で生ずる±1のカウント誤差は、周波数に換算すると±  エ 〔Hz〕であり、

この誤差を小さくするためにはゲート時間を  オ  すればよい。 

 

1 正弦波     2  N /T     3 逓倍回路     4 T        5 短く 

   6 方形波     7  N T      8 計数回路     9 1 /T    10 長く  

イ 
回 路  
波形整形

表示器  

表 示 
回 路  

ゲート
回 路  

入力信号  
入 力  
調整回路  

増 幅 
回 路  

 パルス 
変換回路 

 ゲート 
制御回路  

基準発振  
回 路  

分  周 
回  路 

B－3 次の記述は、デジタル変調方式について述べたものである。    内に入れるべき字句を下の番号から選べ。 

 

(1) 入力のデジタル信号に対応して搬送波の振幅を変化させる変調方式を  ア  方式という。 

(2) 入力のデジタル信号に対応して搬送波の  イ  を変化させる変調方式を FSK 方式という。 

(3) 入力のデジタル信号に対応して搬送波の  ウ  を 0 〔rad〕及びπ〔rad〕と変化させる変調方式を BPSK(2PSK)方式という。

(4) QPSK(4PSK)方式は、二つの直交する搬送波をそれぞれ BPSK(2PSK)変調し、これを  エ  して得られる。 

(5) 入力のデジタル信号に対応して搬送波の  オ  を変化させる変調方式を QAM 方式という。 

 

1 MSK     2 周波数     3 位相             4 掛け算     5 振幅と位相 

6 ASK     7 振幅       8 位相と周波数     9 加算      10 振幅と周波数 

  

B－2 次の記述は、図に示す蓄電池について述べたものである。このうち正しいものを 1、誤っているものを 2として解答せよ。 

 

ア この蓄電池は、アルカリ蓄電池である。 

イ 蓄電池の容量は、通常、完全な充電状態から放電終止電圧

になるまでの放電量をアンペア時〔Ah〕で表す。 

ウ 蓄電池の公称電圧は、1.2〔V〕である。 

エ 充電するときは、適切な時間率で充電し、むやみに急速充

電を行わない。 

オ 充電中は、水素ガスを発生するため、火気を避ける。 

 

-   + 

電槽(ガラス   
又はプラスチック)  

隔離板  
陰極板  

陽極板  

電解液(希硫酸)   
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B－4 次の記述は、SSB(J3E)受信機の感度抑圧効果の測定法について述べたものである。     内に入れるべき字句を下の番号から

選べ。ただし、２信号用擬似空中線回路の損失は無視するものとし、また、各機器間の整合はとれているものとする。なお、同

じ記号の        内には、同じ字句が入るものとする。 

 

(1) 図において、標準信号発生器(SG2)を  ア  とし、標準信号発生器(SG1)を動作させ、受信機の復調出力周波数が所定の値

(例えば 1,500〔Hz〕)になるように SG1 の周波数(試験周波数) f0〔Hz〕及び受信機の受信周波数を調整する。また、受信機の

入力電圧が規定の値(例えば 10〔μV〕)になるように調整する。次に、受信機の音量調節器を調整し、定格出力の 1/2 になる

ようにする。 

(2) SG2を操作して、その周波数を f0 から規定の周波数だけ低くし  イ  に相当する周波数の無変調信号を加え、受信機の出

力が  ウ 〔dB〕抑圧されるときの SG2の出力レベルを求める。SG2の周波数を順次低くして、同様に受信機の出力が 

  ウ 〔dB〕抑圧されるときの SG2の出力レベルを求める。 

(3) 次に、SG1及び SG2のうち  エ  の周波数を f0から規定の周波数だけ高くして(2)と同様な測定を行い、一例として、グラ

フの横軸に SG2の周波数と f0 との差を、また、縦軸に  オ  を表示して感度抑圧効果特性を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  SG2     2 信号波     3 断（OFF）     4 SG1 の出力レベル      5 20 

6  SG1     7 妨害波     8 接（ON）      9 SG2 の出力レベル     10 3 

B－5 次の記述は、捜索救助用レーダートランスポンダ(SART)について述べたものである。      内に入れるべき字句を下の番号か

ら選べ。なお、同じ記号の      内には、同じ字句が入るものとする。 

 

(1) 使用周波数帯は、 ア 〔GHz〕帯である。 

(2) 動作スイッチを接(ON)にすると、 イ  開始する。 

(3) 捜索船又は救難用航空機から発射されたレーダーの電波を受信したとき、自動的に  ウ  周波数帯の  エ  を送り返

す。 

(4) SART から送信された  エ  を捜索船又は救難用航空機が受信したとき、レーダーの画面に表示される  オ  から SART

までの距離及び方位を知ることができる。 

 

   1 6     2 輝点列     3 送信を       4 応答信号     5 異なる 

   6 9   7 数値    8 待ち受け受信を   9 無変調信号   10 同じ 

標準信号 
発 生 器  
（SG2） 

標準信号 
発 生 器  
（SG1） 

２信号用擬似
空中線回路 

レベル計  

SSB(J3E) 
 受信機   

周波数計  
負荷抵抗  


